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スペック概要

波長分解能 100,000

観測波長 360-1,050 nm

システム効率 20 %

温度安定性 0.1℃

限界等級（1時間積分） 13等(S/N=50)

ファイバー数と直径 0”.45×12本







既存の分光装置との性能比較

ESO 3.6m  
TNG 3.6m
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MPI-CAHA 3.5m
京大 3.8m

MMT 6.5m

Magellan 6.5m

CFHT 3.6m

Lick 3.0m

惑星探査用装置
旧世代装置
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太陽での爆発現象太陽では至る所で爆発が起こる！

太陽観測衛
星「ひので」
で見た太陽



地球 太陽

太陽フレアで放出された大量の物質、放射線、高
エネルギー粒子が惑星間空間を飛んでいく
→地球環境への影響！



太陽型星のスーパーフレア



スーパーフレアの想像図
太陽フレア
（実際の観測）

2011年9月7日 X2.1フレア（京大飛騨天文台SMART望遠鏡）

太陽でもめちゃくちゃ大きな黒点が出てきたら
、スーパーフレアが起こるかも？



スーパーフレア星の観測で

• そもそもスーパーフレアのメカニズムは
太陽と同じと考えていいのか？

• 巨大黒点のどのように生まれ成長し消
滅していくのか？

• スーパーフレアによる放出物質は？
（質量、速度、、、）



フレア発生までのストーリーに沿って観測を行う

1 2 3

差動回転
(ダイナモ理論)

黒点の形成 磁場エネルギー
の解放

対応する観測量

ドップラーイメージング
(Ca I 643.9nmなどの光球ライ

ン（多数）)、光度時間変化
（地上測光観測）から黒点
分布
→差動回転

磁場測定
Ca II H&K 393.3, 
396.8nm 弱い磁場

Ca infrared triplet
854.2nm 強い磁場

→黒点のサイズ変
化、黒点形成過程

可視連続光、
彩層ライン
(水素Hα 656.3nm) 
→フレアによる彩
層・光球の急激な
加熱

想像図
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Vrot=15km/s; R=100,000; S/N=200

Spot A Spot B

A
B



スーパーフレアに伴う噴出現象？

V374 Peg (M4); Vida et al. (2016)太陽



スペック概要

波長分解能 100,000

観測波長 360-1,050 nm

システム効率 20 %

温度安定性 0.1℃

限界等級（1時間積分） 13等(S/N=50)

ファイバー数と直径 0”.45×12本



要望

• 科研費通してください。


